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四

番

 
 
 

 

牧

 
 

 

野

 
 

 

雅

 
 

 

一

 
 

 

議

員

 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

五

番

 
 

 

吉

 
 

 

田

 
 

 
 

 
 

 

正

 
 

 

議

員

 

以

上

、

三

名

の

方

に

お

願

い

を

い

た

し

ま

す

。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

次

に

、

日

程

第

二

、

会

期

決

定

の

件

を

議

題

と

い

た

し

ま

す

。

 

 
 

お

諮

り

い

た

し

ま

す

。

本

臨

時

会

の

会

期

に

つ

き

ま

し

て

は

、

去

る

九

月

二

十

六

日

開

催

の

議

会

運

営

委

員

会

に

お

き

ま

し

て

御

協

議

を

賜

り

ま

し

た

結

果

、

先

に

御

通

知

申

し

上

げ

ま

し

た

と

お

り

本

日

か

ら

十

月

五

日

ま

で

五

日

間

と

い

た

し

た

い

と

思

い

ま

す

が

、

こ

れ

に

御

異

議

ご

ざ

い

ま

せ

ん

か

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

〔

「

異

議

な

し

」

の

声

あ

り

〕

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

御

異

議

な

し

と

認

め

ま

す

。

よ

っ

て

会

期

は

本

日

か

ら

十

月

五

日

ま

で

の

五

日

間

と

決

定

い

た

し

ま

し

た

。

 

 

な

お

、

会

期

中

の

会

議

予

定

に

つ

き

ま

し

て

は

、

各

位

に

御

通

知

申

し

上

げ

ま

し

た

と

お

り

で

あ

り

ま

す

。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

次

に

日

程

第

三

、

市

長

の

提

出

議

案

の

説

明

を

求

め

ま

す

。

太

田

市

長

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

〔

市

長

 

太

田

好

紀

登

壇

〕

 

○

市

長

（

太

田

好

紀

）

そ

れ

で

は

本

臨

時

会

に

提

出

の

議

案

に

つ

い

て

御

説

明

を

申

し

上

げ

ま

す

。

 

議

第

五

十

二

号

、

工

事

請

負

契

約

の

締

結

に

つ

き

ま

し

て

は

、

上

野

公

園

防

災

力

強

化

棟

建

築

工

事

を

先

日

総

合

評

価

落

札

方

式

（

簡

易

型

）

一

般

競

争

入

札

で

、

実

施

を

い

た

し

ま

し

た

と

こ

ろ

、

二

億

八

千

八

十

万

円

で

株

式

会

社

田

原

建

設

が

落

札

し

、

そ

の

工

事

の

請

負

契

約

を

締

結

す

る

も

の

で

あ

り

ま

す

。

 
 

 

以

上

が

、

こ

の

た

び

提

出

い

た

し

ま

し

た

議

案

の

概

要

で

あ

り

ま

す

。

 

議

員

各

位

に

は

慎

重

審

議

の

上

、

御

議

決

賜

り

ま

す

よ

う

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

 
 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

次

に

、

日

程

第

四

、

議

第

五

十

二

号

を

議

題

と

い

た

し

ま

す

。

 

事

務

局

長

に

件

名

を

朗

読

さ

せ

ま

す

。
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○

事

務

局

長

（

坂

口

愼

一

）

議

第

五

十

二

号

 

工

事

請

負

契

約

の

締

結

に

つ

い

て

。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

 
 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

提

案

理

由

の

説

明

を

求

め

ま

す

。

石

田

都

市

整

備

部

長

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

〔

都

市

整

備

部

長

 

石

田

茂

人

登

壇

〕

 

○

都

市

整

備

部

長

（

石

田

茂

人

）

失

礼

い

た

し

ま

す

。

 

た

だ

い

ま

上

程

い

た

だ

き

ま

し

た

議

第

五

十

二

号

、

工

事

請

負

契

約

の

締

結

に

つ

き

ま

し

て

、

提

案

理

由

の

御

説

明

を

申

し

上

げ

ま

す

。

 

 

恐

れ

入

り

ま

す

が

、

お

手

元

の

議

案

書

一

ペ

ー

ジ

を

御

覧

願

い

ま

す

。

 

 

契

約

の

目

的

は

、

「

上

野

公

園

防

災

力

強

化

棟

建

築

工

事

」

で

あ

り

、

契

約

の

方

法

は

、

「

総

合

評

価

落

札

方

式

（

簡

易

型

）

一

般

競

争

入

札

」

で

、

予

定

価

格

は

消

費

税

抜

き

で

「

二

億

六

千

十

万

円

」

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

ま

た

、

入

札

金

額

は

、

消

費

税

抜

き

で

「

二

億

六

千

万

円

」

で

あ

り

、

契

約

金

額

は

、

消

費

税

込

み

「

二

億

八

千

八

十

万

円

」

で

、

契

約

の

相

手

方

は

、

「

株

式

会

社

田

原

建

設

 

代

表

取

締

役

田

原

 

清

史

」

で

あ

り

ま

す

。

 

 
 

請

負

率

は

九

九

・

九

六

パ

ー

セ

ン

ト

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

本

入

札

の

参

加

資

格

に

つ

き

ま

し

て

は

、

五

條

市

建

設

工

事

等

請

負

業

者

審

査

会

要

綱

に

よ

る

審

査

会

に

お

い

て

検

討

を

行

っ

た

結

果

、

五

條

市

建

設

工

事

等

競

争

入

札

参

加

資

格

を

有

す

る

業

者

で

あ

り

、

五

條

市

建

設

工

事

等

競

争

入

札

参

加

資

格

の

建

築

一

式

の

登

録

を

受

け

た

者

で

あ

っ

て

か

つ

建

設

業

法

二

十

七

条

の

二

十

三

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

経

営

事

項

審

査

の

結

果

に

お

け

る

建

築

一

式

工

事

の

総

合

評

定

値

が

九

百

点

以

上

で

過

去

十

五

年

以

内

に

し

ゅ

ん

工

し

た

建

築

一

式

工

事

の

元

請

実

績

を

有

す

る

者

と

し

ま

し

た

。

 

平

成

三

十

年

六

月

二

十

五

日

に

入

札

公

告

し

、

七

月

二

十

三

日

に

二

業

者

か

ら

技

術

提

案

書

等

を

受

付

し

、

八

月

二

十

八

日

ま

で

に

入

札

書

が

提

出

さ

れ

、

八

月

二

十

九

日

に

開

札

が

行

わ

れ

ま

し

た

。

 

そ

の

結

果

に

つ

き

ま

し

て

は

次

の

と

お

り

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

 
 

金

額

に

つ

い

て

は

、

消

費

税

抜

き

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

ま

ず

、

株

式

会

社

田

原

建

設

、

入

札

金

額

二

億

六

千

万

円

、

評

定

値

四

三

・

三

九

二

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

次

に

、

株

式

会

社

キ

タ

ム

ラ

、

入

札

金

額

二

億

五

千

五

百

万

円

、

評

価

値

四

一

・

七

六

四

で

ご

ざ

い

ま

す

。
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平

価

値

の

高

い

株

式

会

社

田

原

建

設

が

落

札

者

と

決

定

し

、

仮

契

約

を

締

結

い

た

し

ま

し

た

。

こ

の

工

事

は

建

築

工

事

・

電

気

設

備

工

事

・

機

械

設

備

工

事

・

外

構

工

事

と

な

っ

て

お

り

ま

す

。

 

工

期

に

つ

き

ま

し

て

は

契

約

締

結

の

日

か

ら

平

成

三

十

一

年

九

月

三

十

日

ま

で

を

予

定

し

て

お

り

ま

す

。

 

以

上

で

議

第

五

十

二

号

の

提

案

理

由

の

御

説

明

を

終

わ

ら

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

よ

ろ

し

く

御

審

議

の

上

、

御

議

決

賜

り

ま

す

よ

う

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

提

案

理

由

の

説

明

が

終

わ

り

ま

し

た

。

 
 

こ

れ

よ

り

質

疑

に

入

り

ま

す

。

（

「

九

番

」

の

声

あ

り

）

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

九

番

山

口

耕

司

議

員

。

 

〇

九

番

（

山

口

耕

司

）

今

回

臨

時

会

と

い

う

こ

と

で

、

本

案

件

は

防

災

力

強

化

棟

と

い

う

こ

と

で

昨

年

度

か

ら

の

事

業

の

繰

越

し

と

い

う

形

に

な

っ

て

き

た

わ

け

で

ご

ざ

い

ま

す

け

れ

ど

も

、

こ

の

実

施

設

計

が

で

き

た

段

階

で

議

会

の

方

に

説

明

が

あ

れ

ば

も

う

少

し

ス

ム

ー

ズ

な

運

営

が

で

き

て

お

っ

た

の

で

は

な

い

か

と

考

え

る

の

で

す

け

れ

ど

も

、

議

会

に

説

明

が

な

か

っ

た

理

由

を

教

え

て

い

た

だ

け

ま

す

か

。

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

石

田

都

市

整

備

部

長

。

 

○

都

市

整

備

部

長

（

石

田

茂

人

）

九

番

山

口

議

員

の

御

質

問

に

お

答

え

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

 

ま

ず

今

回

、

議

会

に

お

い

て

契

約

に

関

す

る

承

認

が

必

要

と

な

る

工

事

の

事

前

説

明

を

行

わ

ず

提

出

し

た

こ

と

に

対

し

ま

し

て

は

深

く

お

わ

び

申

し

上

げ

ま

す

。

 

今

後

は

こ

の

よ

う

な

案

件

が

あ

る

場

合

は

事

前

に

議

員

の

皆

様

に

対

し

ま

し

て

、

何

ら

か

の

御

報

告

が

で

き

る

よ

う

に

考

え

て

い

き

た

い

と

い

う

ふ

う

に

思

っ

て

お

り

ま

す

。

 

以

上

、

答

弁

と

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

（

「

九

番

」

の

声

あ

り

）

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

九

番

山

口

耕

司

議

員

。

 

○

九

番

（

山

口

耕

司

）

い

わ

ゆ

る

実

施

設

計

が

で

き

た

段

階

で

ま

た

い

ろ

ん

な

御

説

明

を

い

た

だ

け

れ

ば

有

り

難

い

と

思

い

ま

す

の

で

、

よ

ろ

し

く

お

願

い

い

た

し

ま

す

。

 

そ

し

て

次

に

、

財

源

、

い

わ

ゆ

る

市

の

持

ち

出

し

は

幾

ら

掛

か

る

の

か

、

財

源

を

き

ち

っ

と

教

え

て

い

た

だ

け

ま

す

か

。

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

石

田

都

市

整

備

部

長

。

 

○

都

市

整

備

部

長

（

石

田

茂

人

）

九

番

山

口

議

員

の

御

質

問

に

お

答

え

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

 

こ

の

防

災

力

強

化

棟

の

建

設

費

用

に

対

し

ま

し

て

は

国

の

交

付

金

、

防

災

安

全

交

付

金

と

し

て

四

千

四

百

五

十

万

円

で

補

助

率

二

分

の

一

を

充

て

て

お

り

、

平

成

二
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十

九

年

度

の

予

算

と

な

っ

て

お

り

ま

す

。

平

成

二

十

九

年

度

か

ら

平

成

三

十

年

度

へ

の

繰

越

予

算

で

ご

ざ

い

ま

す

。

市

の

実

質

負

担

と

い

た

し

ま

し

て

は

、

二

千

四

百

六

十

五

万

円

と

な

っ

て

お

り

ま

す

。

 

以

上

、

答

弁

と

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

（

「

九

番

」

の

声

あ

り

）

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

九

番

山

口

耕

司

議

員

。

 

○

九

番

（

山

口

耕

司

）

こ

れ

足

し

算

を

し

た

ら

全

体

の

金

額

に

な

り

ま

せ

ん

や

ん

。

質

問

は

三

回

し

か

で

き

な

い

の

で

、

も

う

次

の

質

問

に

移

り

ま

す

け

れ

ど

も

、

こ

れ

ま

た

き

ち

っ

と

教

え

て

く

だ

さ

い

。

あ

と

の

財

源

、

一

般

財

源

を

使

う

な

ら

一

般

財

源

を

使

う

で

、

つ

じ

つ

ま

が

合

わ

な

い

じ

ゃ

な

い

で

す

か

。

 

次

に

、

浸

水

対

策

を

さ

ら

に

行

っ

て

い

た

だ

け

る

と

い

う

お

話

を

伺

っ

て

お

り

ま

す

け

れ

ど

も

、

ど

う

い

っ

た

浸

水

対

策

を

行

う

の

か

教

え

て

い

た

だ

け

ま

す

か

。

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

石

田

都

市

整

備

部

長

。

 

○

都

市

整

備

部

長

（

石

田

茂

人

）

九

番

山

口

議

員

の

御

質

問

に

お

答

え

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

 

浸

水

対

策

に

つ

き

ま

し

て

は

、

今

現

在

、

防

災

力

強

化

棟

を

囲

む

よ

う

に

止

水

壁

の

一

つ

の

案

と

、

ま

た

止

水

パ

ネ

ル

、

止

水

ド

ア

の

前

に

止

水

パ

ネ

ル

を

設

置

す

る

と

い

う

ふ

う

な

案

と

、

も

う

一

つ

止

水

シ

ー

ト

と

い

う

ふ

う

な

案

を

今

考

え

て

お

る

と

こ

ろ

で

ご

ざ

い

ま

す

が

、

今

回

、

市

と

い

た

し

ま

し

て

は

、

止

水

ド

ア

の

前

に

止

水

シ

ー

ト

で

対

応

す

る

案

で

い

き

た

い

と

い

う

ふ

う

に

考

え

て

お

り

ま

す

。

 

以

上

、

答

弁

と

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

（

「

八

番

」

の

声

あ

り

）

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

八

番

福

塚

 

実

議

員

。

 

○

八

番

（

福

塚

 

実

）

防

災

力

強

化

棟

の

こ

と

な

ん

で

す

け

れ

ど

も

、

私

も

以

前

三

月

議

会

で

去

年

の

台

風

を

踏

ま

え

て

質

問

さ

せ

て

も

ら

っ

た

と

き

に

、

水

が

浸

水

し

な

い

よ

う

に

対

応

す

る

と

か

い

う

話

も

あ

っ

た

の

で

す

け

れ

ど

も

。

そ

の

一

般

質

問

の

中

で

場

所

も

踏

ま

え

て

ま

た

検

討

す

る

と

い

う

答

弁

が

あ

っ

た

と

思

う

の

で

す

け

れ

ど

も

、

本

来

こ

の

場

所

が

厚

生

建

設

常

任

委

員

会

の

方

で

な

ぜ

否

決

に

な

っ

て

い

た

か

と

い

う

と

、

水

に

浸

か

る

と

い

う

と

こ

ろ

で

皆

さ

ん

が

懸

念

す

る

と

、

そ

し

て

そ

の

分

余

計

に

お

金

が

掛

か

る

と

い

う

こ

と

で

皆

さ

ん

が

反

対

な

さ

れ

た

の

で

は

な

い

か

と

思

う

の

で

す

け

れ

ど

も

。

本

来

今

の

上

野

公

園

の

シ

ダ

ー

ア

リ

ー

ナ

の

あ

る

上

に

建

て

て

、

平

屋

の

長

い

も

の

を

建

て

て

い

た

だ

い

た

ら

わ

ざ

わ

ざ

止

水

壁

と

か

防

水

扉

と

か

、

そ

の

分

で

約

三

千

万

円

か

ら

四

千

万

円

ほ

ど

上

が

る

と

思

う

ん

で

す

け

れ

ど

も

ね

。

そ

の

分

が

軽

減

で

き

る

の

で

は

な

い

か

と

思

う

の

で

す

よ

。

そ

し

て

今

の

防

災

力

強

化

棟

の

と

こ

ろ

を

駐

車

場

と

し

て

利

用

す

る

と

い

う

形

に

す

れ

ば

何

ら

無

駄

な

お

金

を

使

わ

ず

、

ま

た

経

費

も

抑

え

た

形

の

中

で

で

き

る

の

で

は

な

い

か

な

と

、

そ

の

辺

は

検

討

な

さ

れ

た

の

か

ど

う

か

お

答

え

い

た

だ

け

ま

す

か

。
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○

議

長

（

平

岡

清

司

）

石

田

都

市

整

備

部

長

。

 

○

都

市

整

備

部

長

（

石

田

茂

人

）

八

番

福

塚

議

員

の

御

質

問

に

お

答

え

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

 

総

合

体

育

館

が

一

時

避

難

所

、

広

域

的

な

避

難

所

の

拠

点

に

位

置

付

け

ら

れ

る

こ

と

と

な

り

、

非

常

時

の

電

源

確

保

の

た

め

強

化

棟

の

建

設

を

認

め

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

総

合

体

育

館

建

設

に

お

き

ま

し

て

は

、

水

道

・

電

気

・

排

水

管

な

ど

の

施

設

が

駐

車

場

北

側

ま

で

既

に

整

備

さ

れ

て

お

り

、

最

も

経

済

的

な

位

置

と

し

て

現

在

の

場

所

を

考

え

て

お

る

と

こ

ろ

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

浸

水

に

つ

き

ま

し

て

は

、

当

時

こ

の

場

所

に

つ

い

て

は

浸

水

し

て

い

な

か

っ

た

と

い

う

ふ

う

な

と

こ

ろ

で

ご

ざ

い

ま

す

が

、

さ

ら

に

工

期

的

な

と

こ

ろ

か

ら

浸

水

ド

ア

を

付

け

る

こ

と

に

よ

り

ま

し

て

浸

水

対

策

が

十

分

可

能

で

あ

る

と

い

う

ふ

う

な

と

こ

ろ

で

判

断

い

た

し

ま

し

た

。

 

以

上

、

答

弁

と

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

（

「

八

番

」

の

声

あ

り

）

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

八

番

福

塚

 

実

議

員

。

 

○

八

番

（

福

塚

 

実

）

だ

か

ら

言

っ

て

る

じ

ゃ

な

い

で

す

か

。

三

回

し

か

で

き

な

い

ら

し

い

け

ど

も

。

あ

の

ね

、

浸

水

対

策

せ

ん

な

ん

か

ら

、

高

く

付

く

ん

で

す

よ

。

だ

か

ら

そ

れ

を

し

な

く

て

い

い

場

所

で

検

討

し

た

の

か

ど

う

か

と

い

う

質

問

を

し

て

い

る

の

で

す

よ

。

 

そ

し

た

ら

、

あ

の

下

を

、

今

の

強

化

棟

を

建

て

る

と

こ

ろ

を

駐

車

場

に

し

て

今

の

シ

ダ

ー

ア

リ

ー

ナ

の

奥

の

と

こ

ろ

に

平

屋

で

倉

庫

と

電

源

設

備

を

付

け

た

ら

、

三

千

万

円

、

四

千

万

円

、

下

手

し

た

ら

五

千

万

円

ほ

ど

の

削

減

に

な

っ

て

お

っ

た

ん

違

い

ま

す

か

と

い

う

こ

と

で

す

わ

。

そ

の

辺

も

検

討

な

さ

れ

た

ん

で

す

か

、

と

い

う

質

問

で

す

。

同

じ

質

問

で

す

よ

。

検

討

し

た

の

か

、

も

う

あ

そ

こ

が

あ

り

き

で

入

札

し

て

な

っ

た

よ

う

に

私

は

感

じ

る

の

で

す

け

れ

ど

も

ね

。

場

所

の

検

討

を

な

さ

ら

ず

に

や

っ

て

い

る

よ

う

に

し

か

見

え

な

い

ん

で

す

よ

。

そ

の

辺

も

踏

ま

え

て

、

ち

ゃ

ん

と

し

て

い

た

だ

き

た

い

。

そ

し

て

僕

ら

総

務

文

教

常

任

委

員

会

や

さ

か

い

余

り

言

わ

れ

へ

ん

の

で

、

ま

た

そ

の

辺

は

厚

生

建

設

常

任

委

員

会

の

方

で

や

っ

て

く

れ

る

と

思

う

の

で

す

け

れ

ど

も

ね

。

三

千

万

円

、

四

千

万

円

の

削

減

と

い

う

部

分

を

考

え

て

や

っ

て

い

る

の

か

ど

う

か

。

こ

れ

は

市

民

の

税

金

な

ん

で

す

よ

。

経

費

を

抑

え

る

、

既

に

以

前

こ

の

話

が

出

た

と

き

よ

り

上

が

っ

て

い

る

の

で

す

よ

、

値

段

が

ね

。

そ

こ

に

ま

だ

防

水

壁

か

防

水

シ

ー

ト

と

か

分

か

り

ま

せ

ん

け

れ

ど

も

、

そ

れ

が

幾

ら

に

な

る

の

か

。

私

が

聞

い

た

ら

防

水

扉

を

付

け

た

ら

一

千

万

円

ほ

ど

掛

か

る

と

い

う

よ

う

な

話

も

聞

か

せ

て

も

ら

い

ま

し

た

け

れ

ど

も

、

さ

ら

に

一

千

万

円

上

が

る

よ

う

な

話

で

は

市

民

も

納

得

い

か

な

い

と

思

う

ん

で

す

よ

。

そ

の

辺

ど

う

考

え

て

や

っ

て

い

る

の

か

。

も

し

自

分

の

金

や

っ

た

ら

、

し

ま

せ

ん

や

ろ

、

そ

ん

な

ん

。

そ

の

辺

を

お

答

え

く

だ

さ

い

。

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

石

田

都

市

整

備

部

長

。

 

○

都

市

整

備

部

長

（

石

田

茂

人

）

八

番

福

塚

議

員

の

御

質

問

に

お

答

え

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。
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工

事

施

工

に

要

す

る

期

間

等

々

、

比

較

検

討

し

、

二

階

に

上

げ

る

と

い

う

ふ

う

な

案

も

い

ろ

い

ろ

検

討

し

た

と

こ

ろ

で

ご

ざ

い

ま

す

が

、

そ

の

案

に

つ

き

ま

し

て

は

、

金

額

が

さ

ら

に

上

が

る

と

い

う

ふ

う

な

と

こ

ろ

で

ご

ざ

い

ま

し

た

の

で

、

何

が

一

番

費

用

的

に

安

い

か

と

い

う

ふ

う

な

と

こ

ろ

も

検

討

し

な

が

ら

今

の

案

に

し

た

と

い

う

ふ

う

な

と

こ

ろ

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

以

上

、

答

弁

と

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

（

「

八

番

」

の

声

あ

り

）

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

八

番

福

塚

 

実

議

員

。

 

○

八

番

（

福

塚

 

実

）

そ

し

た

ら

委

員

会

の

後

で

も

よ

ろ

し

い

ん

で

す

け

れ

ど

も

、

検

討

し

た

、

上

に

建

て

た

と

き

の

費

用

、

…

…

検

討

し

た

ん

で

す

ね

。

ま

た

そ

れ

も

教

え

て

く

だ

さ

い

。

 

以

上

で

す

。

（

議

場

に

声

あ

り

）

 

そ

し

た

ら

検

討

し

た

と

き

の

金

額

、

幾

ら

掛

か

っ

た

ん

で

す

か

。

 

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

石

田

都

市

整

備

部

長

。

 

○

都

市

整

備

部

長

（

石

田

茂

人

）

八

番

福

塚

議

員

の

御

質

問

に

お

答

え

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

 

上

に

上

げ

た

比

較

検

討

の

分

で

す

が

、

全

体

工

事

費

と

し

て

約

四

億

五

千

万

円

掛

か

る

と

い

う

ふ

う

な

と

こ

ろ

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

以

上

、

答

弁

と

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

（

「

四

番

」

の

声

あ

り

）

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

四

番

牧

野

雅

一

議

員

。

 

〇

四

番

（

牧

野

雅

一

）

こ

の

施

設

建

設

事

業

は

現

シ

ダ

ー

ア

リ

ー

ナ

建

設

が

様

々

な

議

論

の

末

、

可

決

さ

れ

、

着

工

直

後

に

防

災

安

全

交

付

金

を

財

源

と

し

、

避

難

所

と

い

う

目

的

も

兼

ね

て

い

た

に

も

関

わ

ら

ず

、

有

事

の

際

に

は

必

要

な

非

常

電

源

装

置

が

設

計

に

組

み

込

ま

れ

て

い

な

い

。

災

害

時

の

防

災

用

品

等

の

保

管

場

所

、

体

育

館

用

備

品

、

特

に

柔

道

競

技

に

は

な

く

て

は

な

ら

な

い

柔

道

畳

の

保

管

場

所

も

確

保

さ

れ

て

い

な

い

こ

と

が

発

覚

し

、

体

育

館

建

設

に

は

様

々

な

御

提

言

を

申

し

上

げ

ま

し

た

が

、

建

て

る

と

決

ま

っ

た

以

上

は

意

義

の

あ

る

施

設

に

な

る

よ

う

、

誰

か

が

欲

し

い

で

は

な

く

、

体

育

館

が

し

ゅ

ん

工

し

た

後

、

必

要

な

施

設

で

あ

る

と

考

え

、

各

方

面

に

働

き

掛

け

、

国

か

ら

の

予

算

も

確

保

し

て

い

た

だ

き

平

成

二

十

九

年

度

予

算

に

計

上

さ

れ

、

進

め

ら

れ

て

き

た

事

業

で

あ

り

ま

す

。

 

そ

れ

が

、

あ

の

場

所

は

今

も

い

ろ

ん

な

質

問

の

中

に

あ

り

ま

し

た

が

、

浸

水

対

策

が

必

要

で

あ

る

と

い

う

こ

と

は

五

條

市

民

で

あ

れ

ば

誰

し

も

御

存

じ

の

常

識

で

あ

り

、

委

員

の

全

員

に

御

理

解

を

得

ら

れ

ず

、

浸

水

対

策

ど

こ

ろ

か

止

水

追

加

対

策

を

講

じ

る

必

要

が

生

じ

た

と

い

う

理

由

で

、

先

の

九

月

定

例

会

で

建

設

工

事

案

を

撤
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回

さ

れ

、

平

成

二

十

九

年

度

当

初

予

算

か

ら

途

中

浸

水

被

害

に

遭

っ

た

と

は

言

え

、

一

年

半

も

掛

か

っ

た

事

業

が

わ

ず

か

中

四

日

で

委

員

の

皆

さ

ん

を

始

め

と

す

る

市

民

の

皆

さ

ん

に

御

理

解

を

得

ら

れ

、

御

意

見

、

御

提

言

を

生

か

し

、

そ

の

よ

う

な

改

善

策

を

講

じ

ら

れ

た

の

か

お

尋

ね

し

よ

う

と

思

っ

た

の

で

す

け

れ

ど

も

、

今

ほ

と

ん

ど

聞

い

て

お

ら

れ

た

の

で

。

 

私

も

、

こ

れ

だ

け

は

っ

き

り

言

う

た

上

で

質

問

さ

せ

て

も

ら

い

ま

す

け

れ

ど

も

、

大

半

の

議

員

さ

ん

が

ね

、

こ

の

施

設

は

今

後

の

シ

ダ

ー

ア

リ

ー

ナ

の

運

営

に

は

必

要

不

可

欠

だ

と

お

考

え

で

あ

る

と

い

う

こ

と

を

私

認

識

し

て

い

ま

す

。

そ

う

い

う

こ

と

も

認

識

し

て

い

た

だ

い

た

上

で

、

答

弁

い

た

だ

き

た

い

の

で

す

け

れ

ど

も

、

今

場

所

を

上

げ

た

ら

四

億

五

千

万

円

掛

か

る

っ

て

言

う

て

は

る

ん

で

す

か

、

そ

し

た

ら

場

所

を

変

え

た

ら

幾

ら

掛

か

る

ん

で

す

か

。

例

え

ば

体

育

館

の

正

面

玄

関

の

前

に

広

い

ス

ペ

ー

ス

あ

る

で

し

ょ

う

、

あ

そ

こ

や

っ

た

ら

水

今

ま

で

来

て

い

ま

せ

ん

や

ん

か

。

前

回

、

全

会

一

致

で

否

決

さ

れ

た

理

由

の

一

つ

と

し

て

、

や

っ

ぱ

り

浸

水

と

い

う

部

分

に

皆

さ

ん

が

危

惧

さ

れ

て

、

こ

れ

で

は

ま

ず

い

ん

ち

が

う

か

と

い

う

こ

と

で

こ

う

い

う

結

果

を

招

い

た

と

思

う

の

で

す

け

れ

ど

も

ね

。

今

高

さ

の

お

話

を

聞

か

れ

た

ら

四

億

五

千

万

円

、

確

か

に

費

用

が

か

さ

む

や

ろ

な

と

思

い

ま

す

。

で

も

場

所

を

変

え

る

と

い

う

こ

と

を

考

え

た

ら

、

さ

っ

き

言

う

て

は

っ

た

の

は

、

電

源

の

配

線

等

が

向

こ

う

向

い

て

行

っ

て

い

る

か

ら

効

率

的

な

ん

や

と

い

う

こ

と

を

言

う

て

は

っ

た

ん

や

け

れ

ど

も

、

電

気

の

配

線

な

ん

か

ね

、

正

直

い

う

て

前

の

ア

ス

フ

ァ

ル

ト

を

割

っ

て

配

管

を

こ

っ

ち

に

向

け

て

行

く

だ

け

、

そ

れ

に

幾

ら

掛

か

る

か

は

ま

た

試

算

し

て

も

ら

わ

な

あ

か

ん

と

思

う

の

で

す

け

れ

ど

も

、

そ

れ

に

つ

い

て

は

試

算

さ

れ

ま

し

た

か

。

 

こ

の

間

の

委

員

会

、

私

も

傍

聴

さ

せ

て

い

た

だ

い

て

お

っ

た

ら

、

委

員

の

中

か

ら

そ

う

い

う

御

意

見

も

出

て

い

た

と

思

う

ん

で

す

よ

。

や

っ

ぱ

り

こ

う

い

う

事

業

を

進

め

る

に

当

た

っ

て

は

ね

、

委

員

会

、

議

会

の

意

見

・

提

言

を

生

か

し

と

、

い

つ

も

お

っ

し

ゃ

っ

て

は

る

、

今

聞

い

た

ら

新

た

な

提

案

に

は

そ

れ

が

な

い

と

、

だ

か

ら

そ

れ

っ

て

幾

ら

の

試

算

を

さ

れ

た

の

か

、

答

弁

い

た

だ

け

ま

す

か

。

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

石

田

都

市

整

備

部

長

。

 

○

都

市

整

備

部

長

（

石

田

茂

人

）

四

番

牧

野

議

員

の

御

質

問

に

お

答

え

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

 

委

員

お

述

べ

の

そ

の

場

所

に

変

え

て

と

い

う

ふ

う

な

お

話

で

ご

ざ

い

ま

す

が

、

そ

こ

の

分

に

つ

き

ま

し

て

は

試

算

い

た

し

て

お

り

ま

せ

ん

。

 

以

上

、

答

弁

と

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

（

「

四

番

」

の

声

あ

り

）

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

四

番

牧

野

雅

一

議

員

。

 

〇

四

番

（

牧

野

雅

一

）

今

試

算

を

さ

れ

て

い

な

い

と

い

う

答

弁

で

し

た

け

れ

ど

も

、

委

員

会

で

そ

う

い

う

意

見

も

出

て

お

っ

た

と

思

う

の

で

す

よ

。

委

員

長

を

始

め

と

し

て

委

員

の

皆

さ

ん

ね

、

い

ろ

ん

な

観

点

か

ら

、

特

に

限

ら

れ

た

財

源

を

い

か

に

有

意

義

に

効

率

よ

く

効

果

的

に

使

う

か

と

い

う

こ

と

を

大

前

提

に

審

議

し

て

い

た

だ

い
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て

い

る

と

思

う

の

で

す

。

そ

れ

を

、

そ

こ

で

出

た

意

見

・

提

言

を

す

る

し

な

い

は

別

に

し

て

、

試

算

も

さ

れ

て

い

な

い

と

い

う

こ

と

は

全

く

無

視

し

て

い

る

の

で

は

な

い

か

と

、

そ

の

よ

う

に

し

か

聞

こ

え

な

い

で

す

ね

。

何

で

意

見

・

提

言

を

反

映

さ

れ

な

い

よ

う

な

提

案

を

さ

れ

る

の

か

。

な

ぜ

そ

の

試

算

を

し

て

い

な

い

の

か

。

そ

の

辺

は

こ

の

後

付

託

さ

れ

る

と

思

い

ま

す

厚

生

建

設

常

任

委

員

会

で

ま

た

十

分

に

審

議

し

て

い

た

だ

い

た

ら

い

い

と

思

う

の

で

す

け

れ

ど

も

。

 

ま

ず

、

こ

の

場

で

ね

、

な

ぜ

そ

う

い

う

出

て

き

た

意

見

に

対

し

て

、

で

き

る

で

き

な

い

別

に

し

て

試

算

し

て

い

な

い

の

か

、

答

弁

い

た

だ

け

ま

す

か

。

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

石

田

都

市

整

備

部

長

。

 

○

都

市

整

備

部

長

（

石

田

茂

人

）

四

番

牧

野

議

員

の

御

質

問

に

お

答

え

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

 

非

常

時

に

総

合

体

育

館

に

電

力

を

供

給

す

る

自

家

発

電

気

の

棟

を

建

設

す

る

に

当

た

り

ま

し

て

、

体

育

館

に

近

い

場

所

に

建

て

る

必

要

が

あ

り

ま

す

。

体

育

館

の

東

側

駐

車

場

付

近

は

ス

ペ

ー

ス

が

な

く

西

側

駐

車

場

に

建

て

る

と

大

型

車

両

の

回

転

ス

ペ

ー

ス

も

な

く

な

り

、

利

用

者

の

利

便

性

が

な

く

な

り

ま

す

。

上

野

公

園

の

敷

地

外

に

も

建

て

ら

れ

な

い

こ

と

か

ら

止

水

対

策

を

し

て

現

在

の

場

所

に

建

設

す

る

の

が

ベ

ス

ト

と

い

う

ふ

う

に

考

え

た

と

い

う

ふ

う

な

と

こ

ろ

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

以

上

、

答

弁

と

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

（

「

四

番

」

の

声

あ

り

）

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

四

番

牧

野

雅

一

議

員

。

 

〇

四

番

（

牧

野

雅

一

）

回

数

も

制

限

さ

れ

て

お

り

ま

す

の

で

、

こ

れ

以

上

申

し

ま

せ

ん

け

れ

ど

も

、

今

言

っ

た

よ

う

な

理

由

で

ね

，

そ

れ

で

い

い

の

か

ど

う

か

、

ま

た

今

後

委

員

会

で

も

審

議

し

て

い

た

だ

い

た

ら

と

思

い

ま

す

。

 

最

後

の

質

問

に

な

り

ま

す

け

れ

ど

も

、

そ

も

そ

も

の

本

議

案

の

、

本

来

の

質

問

を

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

 

本

入

札

に

関

し

て

は

、

二

社

し

か

参

加

さ

れ

て

お

ら

ず

落

札

率

が

九

九

・

九

六

パ

ー

セ

ン

ト

、

二

億

六

千

万

円

も

の

工

事

で

、

予

定

価

格

よ

り

わ

ず

か

十

万

円

低

い

だ

け

の

落

札

金

額

。

ま

た

総

合

評

価

方

式

と

は

言

え

落

札

金

額

が

約

五

百

万

円

も

低

い

業

者

さ

ん

が

落

札

で

き

ず

、

高

い

方

が

落

札

さ

れ

た

と

い

う

、

そ

の

結

果

を

見

て

ね

、

予

算

の

効

率

的

で

効

果

的

に

活

用

さ

れ

る

と

い

う

観

点

か

ら

、

こ

の

結

果

に

対

す

る

見

解

、

今

後

の

取

組

、

こ

の

入

札

方

式

に

対

す

る

取

組

に

つ

い

て

答

弁

い

た

だ

け

ま

す

か

。

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

藤

原

技

監

。

 

○

技

監

（

藤

原

克

哉

）

四

番

牧

野

議

員

の

御

質

問

に

お

答

え

申

し

上

げ

ま

す

。

 

落

札

結

果

に

つ

き

ま

し

て

は

、

適

切

に

手

続

を

踏

ん

で

行

わ

れ

て

い

る

と

い

う

ふ

う

に

考

え

て

ご

ざ

い

ま

す

。

 

以

上

、

答

弁

と

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

（

「

二

番

」

の

声

あ

り

）
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○

議

長

（

平

岡

清

司

）

二

番

養

田

全

康

議

員

。

 

〇

二

番

（

養

田

全

康

）

僕

の

認

識

な

ん

で

す

け

れ

ど

も

、

昨

年

度

、

平

成

二

十

九

年

度

に

本

来

建

て

ら

れ

る

べ

き

建

物

で

あ

っ

た

と

、

そ

れ

が

台

風

十

九

号

で

し

た

か

、

二

十

一

号

で

し

た

か

、

の

台

風

が

あ

り

中

止

せ

ざ

る

を

得

な

か

っ

た

。

そ

ん

な

中

、

今

現

在

設

計

が

な

さ

れ

て

お

っ

て

建

築

確

認

を

取

ら

れ

て

お

る

と

思

う

の

で

す

け

れ

ど

も

。

大

幅

な

、

今

他

の

議

員

さ

ん

が

お

っ

し

ゃ

っ

て

い

た

よ

う

な

場

所

の

変

更

で

あ

る

と

か

、

そ

う

い

っ

た

部

分

の

大

幅

な

設

計

の

変

更

と

い

う

の

は

可

能

な

の

か

ど

う

な

の

か

、

そ

の

辺

答

弁

願

い

ま

す

。

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

藤

原

技

監

。

 

○

技

監

（

藤

原

克

哉

）

二

番

養

田

議

員

の

御

質

問

に

お

答

え

申

し

上

げ

ま

す

。

 

大

幅

な

変

更

、

地

盤

が

大

き

く

上

が

る

と

か

そ

う

い

っ

た

位

置

が

大

き

く

変

わ

る

と

い

う

ふ

う

な

と

こ

ろ

で

は

建

築

確

認

を

再

度

修

正

す

る

と

い

う

こ

と

で

、

す

ぐ

に

そ

の

ま

ま

着

手

で

き

な

く

な

る

と

い

う

こ

と

で

、

手

続

に

ま

た

時

間

が

掛

か

る

と

い

う

こ

と

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

以

上

、

答

弁

と

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

（

「

二

番

」

の

声

あ

り

）

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

二

番

養

田

全

康

議

員

。

 

〇

二

番

（

養

田

全

康

）

そ

ん

な

中

、

国

土

交

通

省

か

ら

補

助

金

を

い

た

だ

い

て

建

て

る

と

い

う

認

識

で

、

僕

お

る

ん

で

す

け

れ

ど

も

、

再

度

答

弁

願

い

ま

す

け

れ

ど

も

、

国

土

交

通

省

か

ら

幾

ら

の

お

金

を

い

た

だ

い

て

建

て

る

の

か

。

 

ま

た

、

設

計

変

更

が

あ

っ

た

場

合

に

、

国

土

交

通

省

か

ら

の

補

助

金

と

い

う

の

は

再

度

ま

た

い

た

だ

け

る

の

か

、

補

助

金

を

飛

ば

し

た

場

合

、

今

年

度

中

に

で

き

な

か

っ

た

と

い

う

よ

う

な

事

態

が

生

じ

た

場

合

に

、

今

後

国

土

交

通

省

か

ら

そ

う

い

っ

た

補

助

金

を

い

た

だ

け

る

の

か

、

こ

の

辺

を

答

弁

願

い

ま

す

。

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

藤

原

技

監

。

 

○

技

監

（

藤

原

克

哉

）

二

番

養

田

議

員

の

御

質

問

に

お

答

え

申

し

上

げ

ま

す

。

 

今

回

、

平

成

二

十

九

年

度

分

と

し

て

国

土

交

通

省

か

ら

交

付

金

を

四

千

四

百

五

十

万

円

い

た

だ

い

て

ご

ざ

い

ま

す

。

こ

れ

は

平

成

三

十

年

度

内

に

出

来

高

を

上

げ

な

い

と

不

用

額

と

い

う

ふ

う

な

形

で

国

土

交

通

省

に

返

す

こ

と

に

な

り

ま

す

。

こ

う

い

っ

た

不

用

額

を

返

す

こ

と

に

よ

っ

て

来

年

度

要

求

し

て

ご

ざ

い

ま

す

約

八

千

二

百

万

円

の

交

付

金

も

配

分

さ

れ

な

く

な

る

と

い

う

状

況

で

ご

ざ

い

ま

す

の

で

、

平

成

二

十

九

年

度

予

算

を

適

切

に

執

行

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

い

う

ふ

う

に

考

え

て

ご

ざ

い

ま

す

。

 

以

上

、

答

弁

と

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

（

「

二

番

」

の

声

あ

り

）
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○

議

長

（

平

岡

清

司

）

二

番

養

田

全

康

議

員

。

 

〇

二

番

（

養

田

全

康

）

四

千

四

百

五

十

万

円

が

飛

ん

で

し

ま

っ

た

場

合

に

、

来

年

度

の

八

千

二

百

万

円

と

い

う

の

も

い

た

だ

け

な

く

な

る

と

い

う

、

そ

う

い

う

認

識

で

よ

ろ

し

い

で

す

よ

ね

。

は

い

、

よ

く

分

か

り

ま

し

た

。

 

最

後

三

つ

目

の

質

問

に

な

る

と

思

う

ん

で

す

け

れ

ど

も

、

シ

ー

ト

で

止

水

対

策

を

す

る

と

か

パ

ネ

ル

を

置

く

と

か

、

い

ろ

い

ろ

答

弁

い

た

だ

い

て

い

ま

し

た

け

れ

ど

も

、

こ

の

シ

ー

ト

で

し

た

場

合

の

防

水

が

ど

の

程

度

、

現

在

の

防

水

ド

ア

、

プ

ラ

ス

ア

ル

フ

ァ

の

シ

ー

ト

を

敷

く

こ

と

に

よ

っ

て

前

回

お

話

し

い

た

だ

い

た

一

、

五

〇

〇

で

す

か

、

一

、

四

〇

〇

の

水

量

が

現

地

で

あ

っ

た

と

き

六

時

間

で

二

・

八

ミ

リ

か

何

か

言

っ

て

ま

し

た

よ

ね

。

そ

の

水

量

が

変

わ

る

の

か

ど

う

な

の

か

。

 

そ

し

て

ま

た

、

建

物

の

中

で

そ

う

い

っ

た

密

封

性

が

か

な

り

高

い

と

思

う

の

で

す

け

れ

ど

も

、

そ

う

い

っ

た

柔

道

の

畳

や

何

か

を

置

く

と

き

の

湿

気

対

策

、

カ

ビ

対

策

、

こ

れ

を

ど

の

よ

う

に

考

え

て

お

る

の

か

そ

の

辺

を

教

え

て

く

だ

さ

い

。

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

石

田

都

市

整

備

部

長

。

 

○

都

市

整

備

部

長

（

石

田

茂

人

）

二

番

養

田

議

員

の

御

質

問

に

お

答

え

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

 

止

水

ド

ア

で

ご

ざ

い

ま

す

が

、

止

水

ド

ア

と

し

て

認

め

ら

れ

る

最

低

値

を

用

い

た

計

算

に

お

い

て

仮

定

し

た

場

合

に

、

建

物

内

部

に

前

回

最

大

二

・

六

セ

ン

チ

浸

水

す

る

と

い

う

ふ

う

な

お

話

を

さ

せ

て

い

た

だ

い

た

と

こ

ろ

で

ご

ざ

い

ま

す

。

た

だ

、

メ

ー

カ

ー

の

実

証

実

験

値

か

ら

計

算

い

た

し

ま

す

と

、

昨

年

の

台

風

の

六

時

間

で

の

計

算

で

ご

ざ

い

ま

す

が

、

わ

ず

か

〇

・

〇

六

セ

ン

チ

と

い

う

ふ

う

な

計

算

値

が

出

て

お

る

と

こ

ろ

で

ご

ざ

い

ま

す

。

そ

れ

に

さ

ら

に

そ

の

止

水

ド

ア

の

前

に

止

水

シ

ー

ト

を

貼

る

と

い

う

ふ

う

な

こ

と

に

な

り

ま

す

と

、

よ

り

一

層

止

水

シ

ー

ト

に

よ

り

ま

し

て

密

着

性

が

深

ま

っ

て

い

き

ま

す

の

で

、

建

物

内

部

に

水

が

侵

入

す

る

と

い

う

ふ

う

な

こ

と

は

考

え

ら

れ

な

い

と

い

う

ふ

う

に

考

え

て

お

り

ま

す

。
 

以

上

、

答

弁

と

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

（

議

場

に

声

あ

り

）

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

石

田

都

市

整

備

部

長

。

 

○

都

市

整

備

部

長

（

石

田

茂

人

）

二

番

養

田

議

員

の

御

質

問

に

お

答

え

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

 

畳

の

分

に

つ

き

ま

し

て

は

、

抗

菌

コ

ー

ト

仕

様

を

し

て

お

り

ま

す

の

で

、

汗

、

湿

気

等

で

カ

ビ

が

生

え

る

と

い

う

ふ

う

に

は

メ

ー

カ

ー

の

方

を

確

認

し

た

と

こ

ろ

、

な

い

と

い

う

ふ

う

な

と

こ

ろ

で

ご

ざ

い

ま

し

た

。

 

以

上

、

答

弁

と

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

 

○

議

長

（

平

岡

清

司

）

質

疑

を

終

わ

り

ま

す

。
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本

案

は

厚

生

建

設

常

任

委

員

会

へ

付

託

い

た

し

ま

す

。
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○

議

長

（

平

岡

清

司

）

以

上

を

も

ち

ま

し

て

、

本

日

の

日

程

は

全

部

終

了

い

た

し

ま

し

た

。

 

明

日

二

日

か

ら

四

日

ま

で

休

会

と

し

、

次

回

五

日

午

前

十

時

に

再

開

し

て

、

議

案

審

議

を

行

い

ま

す

。

 

本

日

は

、

こ

れ

を

も

ち

ま

し

て

散

会

い

た

し

ま

す

。

 

午

前

十

時

三

十

一

分

散

会
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